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骨髄バンクの最新情報をお知らせする──────────────────────── 骨髄バンクＮＯＷ
●財団の機能的・効率的な運営を検討する会議が発足

　平成17年度の移植実施数が900例を超え、今後さらに財団の業容が拡

大することが予測されることから、一層の事業推進に対応するため、財

団の組織・運営のあり方を検討する「組織運営検討会議（仮称）」が発

足されました。現状の問題点を整理したうえで、機能的かつ効率的な組

織・業務運営のあり方などを検討していくものです。

　また、寄附行為の改正により、財団の副理事長が１名から２名に増員

されたことに伴い、伊藤雅治理事が新しく副理事長に選任されました。

●読売巨人軍をはじめ、骨髄バンクへの支援の輪が広がります

　プロ野球の読売巨人軍（原辰徳監督）が、骨髄バンク事業を全面的に

バックアップしてくださることになりました。今年に入ってから巨人軍

の支援体制が高まりを見せています。

　さらに、東京ドームで５月27日以降に開催される全41試合において、

読売巨人軍作成のＧバンド（リストバンド）が発売され、収益金の一部

が財団に寄付される予定です。

●ハッスル･エイドや本田美奈子.さん､そして｢友情｣がミュージカル

　〈支援の輪 つづき〉株式会社ドリームステージエンターテインメント

主催の「ハッスル・エイド2006」が６月17日にさいたま新都心のスーパー

アリーナで行われます。会場前では、ドナー登録会を予定しています。

また、本田美奈子．さんの生前の願いから生まれた“LIVE FOR LIFE”

が骨髄バンクを全面的に支援してくださることとなり、全国各地で写真

展を行うなど、様々な予定が組まれています。

●高知のデュオが作詞・作曲した歌が初の骨髄バンク支援公認ソング

　「笑顔のゆくえ」が骨髄バンク支援ソングとして初めて公認されまし

た。この歌は、アコースティックデュオ「スーパーバンド（略称：スパ

バン）」が骨髄移植を望む患者さんへの応援歌として作詞・作曲したも

ので、４月19日の常任理事会で公認が決定しました。

●日本骨髄バンクの現状（平成18年4月末現在）
 2月 3月 現在数 累計数
ドナー登録者数 3,273 2,918 245,273 310,515
患者登録者数 225 160 3,245 20,461
骨髄移植例数 100 72 － 7,319
20歳未満ドナー 205 259 2,869 －
51歳以上ドナー 218* 94** 3,195*** －
注）数値は速報値のため次月以降に訂正されることがあります。
*51歳以上ドナーの延長数　**51歳以上ドナーの新規登録数　***17年9月～

全国協議会
設立15周年記念事業

『いのちの輝き展』
全国で展開中

2006年5月1日発行
第167号

い
の
ち
の
輝
き
コ
ン
ク
ー
ル 

 
受
賞
作
品
決
定

厚
生
労
働
大
臣
賞
に
瀬
尾 

佑
佳
さ
ん

文
部
科
学
大
臣
賞
は
津
曲 

詩
帆
さ
ん
に

　

設
立
15
周
年
を
記
念
し
て
開
催
致

し
ま
し
た
「
い
の
ち
の
輝
き
」
コ
ン

ク
ー
ル
に
は
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
特
に
優
秀

と
認
め
ら
れ
た
二
作
品
に
、
厚
生
労

働
大
臣
賞
と
文
部
科
学
大
臣
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
方
々
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。
な
お
、
受
賞
作
品
は
、
情
報

誌
「
骨
髄
バ
ン
ク
９
号
」
に
掲
載
さ

れ
ま
す
。

●
徳
島

　

5
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
3
日

間
、
徳
島
市
ふ
れ
あ
い
健
康
館
に
て
、

よ
う
や
く
「
い
の
ち
の
輝
き
展
」
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
徳
島
独
自
と
し
て

Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
故
・
鈴

木
章
氏
の
作
品
も
併
せ
て
展
示
し
ま

し
た
。
ま
た
、
13
日
に
は
映
画
「
火

火
」
の
上
映
会
と
神
山
清
子
さ
ん
の

講
演
会
も
同
館
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ど
直
前
の
Ｐ
Ｒ

が
ど
こ
ま
で
効
果
が
あ
っ
た
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
映
画
な
ど
と
の
相

乗
効
果
も
あ
っ
て
予
想
以
上
の
方
に

見
て
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

大
切
な
作
品
な
の
で
、
会
場
で
の

ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
は
特
に
注
意
し
ま

し
た
が
、
徳
島
大
学
の
有
志
学
生
の

協
力
も
あ
っ
て
何
事
も
な
く
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
「
ノ
ー
ト
」
を
置

い
て
、
感
想
な
ど
を
自
由
に
書
い
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、

「
子
ど
も
が
近
々
移
植
を
受
け
る
予

定
で
と
て
も
元
気
づ
け
ら
れ
た
」
と

の
書
き
込
み
が
あ
り
、
が
ん
ば
っ
て

開
催
し
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

（
池
田
）

●
神
奈
川

　

５
月
13
日
、
厚
木
も
み
じ
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
20
周
年
記
念
式
典

と
同
ク
ラ
ブ
主
催
第
13
回
骨
髄
バ
ン

ク
・
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
デ
ィ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
厚

木
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
厚
木
も
み
じ
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
長
き
に
亘
っ
て
神
奈

川
骨
髄
移
植
を
考
え
る
会
厚
木
支
部

に
多
大
な
ご
支
援
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
更
に
厚
木
支
部
独
自
の

ド
ナ
ー
登
録
会
開
催
に
向
け
て
も
お

力
添
え
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
前
の

ロ
ビ
ー
に
『
患
者
と
ド
ナ
ー
の
お
手

紙
』、『
あ
や
ち
ゃ
ん
の
贈
り
物
』
を

展
示
し
、
式
典
参
加
者
の
皆
様
に
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
海

大
学
さ
い
帯
血
バ
ン
ク
と
共
に
ポ
ス

タ
ー
展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
す
る
等
の
Ｐ
Ｒ
も
行
い
ま
し
た
。

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
、
食
事
を

楽
し
み
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
ご
理
解

と
ご
支
援
に
改
め
て
感
謝
す
る
夕
べ

で
し
た
。 

（
阿
部
） 

●
岐
阜

　

マ
ジ
オ
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

で
は
、
地
域
の
交
通
安
全
と
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
た
め
の
「
マ
ジ
オ

フ
ェ
ス
タ
」
が
各
学
校
で
開
催
さ
れ
、

今
回
大
垣
校
で
は
５
月
21
日
に
献
血

と
骨
髄
バ
ン
ク
登
録
を
メ
イ
ン
に
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
自
動
車
展
示
、
献
血
と
骨
髄
バ

ン
ク
啓
発
、
さ
ら
に
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　

地
域
の
人
々
の
ほ
か
、
自
動
車
学

校
の
生
徒
お
よ
び
卒
業
生
に
も
呼
び

か
け
て
い
る
の
で
、
幼
児
を
連
れ
た

来
場
者
な
ど
、
若
い
方
が
多
く
、
骨

髄
バ
ン
ク
へ
の
理
解
を
広
め
る
に
は

絶
好
の
機
会
で
し
た
。

　

屋
外
の
啓
発
ブ
ー
ス
で
は
、
空
気

で
膨
ら
ま
す
ペ
ン
ギ
ン
や
亀
な
ど
が

人
気
を
呼
び
、
骨
髄
バ
ン
ク
へ
の
寄

付
と
、
チ
ャ
ン
ス
を
読
ん
で
頂
く
お

願
い
を
し
ま
し
た
が
、「
骨
髄
バ
ン

ク
は
大
事
な
ん
だ
よ
な
」
と
い
っ
た

参
加
者
か
ら
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

当
日
は
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
が
開
催
さ

れ
、
最
終
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
屋
内
の
休
憩
場
所
で
は
、
そ
こ

を
取
り
巻
く
よ
う
に「
命
の
輝
き
展
」

を
開
催
し
、
1
7
5
0
0
人
も
の
参

加
者
に
命
の
尊
さ
を
伝
え
つ
づ
け
ま

し
た
。

　

こ
の
自
動
車
学
校
は
静
岡
、
奈
良
、

鹿
児
島
な
ど
と
全
国
に
展
開
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
機
会
に
全
国
で
骨
髄
バ

ン
ク
支
援
が
で
き
る
と
よ
い
と
の
意

見
や
、
他
の
学
校
関
係
者
か
ら
問
い

合
わ
せ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
骨
髄
バ
ン

ク
が
さ
ら
に
広
ま
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。 

（
田
中
）

○厚生労働大臣賞
瀬尾 佑佳（徳島県阿波市）　『命の赤い糸』

○文部科学大臣賞
津曲 詩帆（宮崎県宮崎郡）　『「金色のクジラ」を読んで』

○優秀賞
【読書感想文部門】
中川 真依（岐阜県大垣市）　『がんばったね。　つとむく
ん。』
佐藤 麻理恵（秋田県由利本荘市）　『白血病「一生懸命生
きること」』
【短文部門】
福岡 隼（千葉県千葉市）　『ぼくが無菌室にいた時』

小笠原 佳子（青森県青森市）　『青い鳥』
【アート部門】
花岡 友里奈（北海道釧路市）　『みつかるよ　きっと…』
鈴木 麻由（静岡県浜松市）　『光輝くしずく』

○奨励賞
【読書感想文部門】
三浦 真意（秋田県由利本荘市）、兒島 優香（兵庫県姫路
市）、齋藤 菜央（岐阜県大垣市）、成田 知香（岐阜県大垣
市）、金光 志穏（岐阜県大垣市）
【短文部門】
村岡 孝司（兵庫県丹波市）、秋山 末雄（静岡県焼津市）、
南 英市（近江八幡市）、和田　力（宮崎県宮崎市）、池本 
亮（和歌山県和歌山市）、鈴木 日向子（福島県郡山市）
【アート部門】
鈴木 静香（静岡県浜松市）、池沼 未紗（静岡県浜松市）、
坂本 美幸（静岡県浜松市）、平川 美咲（静岡県浜北市）、
吉野 美子（神奈川県川崎市）、村田 あゆみ（兵庫県姫路市）、
荒井 里江子（千葉県市原市）

○特別賞
奈良本 来実（千葉県木更津市）、加藤 眞弓（愛知県豊田市）
 （敬称略）

　

5
月
22
日
都
内
で
「
市
川
團
十
郎

さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
応
援
す
る

会
チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
出
品
が
多
数
並
べ
ら
れ
、

フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
方
々
を
中
心
に
芸

能
界
、
ス
ポ
ー
ツ
界
、
政
界
、
な
ど

か
ら
多
数
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
團
十

郎
さ
ん
の
着
物
や
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
活
躍
さ

れ
た
野
球
界
の
方
々
の
様
々
な
グ
ッ

ズ
が
高
額
で
落
札
さ
れ
、
児
童
養
護

施
設
と
当
協
議
会
に
ご
寄
付
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
團
十
郎
さ
ん
は
壮
絶
な

闘
病
生
活
の
後
と
は
思
え
な
い
ぐ

ら
い
の
お
元
気
さ
で
、「
こ
の
元
気

　

市
川
團
十
郎
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
応
援
す
る
会

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催

さ
を
多
く
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
闘
病
中
の
患
者
さ
ん
を
応

援
し
た
い
」
と
ス
ピ
ー
チ
さ
れ
ま
し

た
。 

（
大
谷
）

　

全
国
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ

と
し
て
「
医
療
講
演
会
」
と
「
個
別

医
療
相
談
会
」
を
5
月
20
日
に
船
橋

駅
前
の
き
ら
ら
ホ
ー
ル
に
て
行
い

ま
し
た
。
講
演
会
に
は
、
沖
本
由
理

先
生
（
千
葉
県
こ
ど
も
病
院
）、
中

世
古
友
昭
先
生
（
千
葉
大
付
属
病

院
）、
谷
口
修
一
先
生
（
虎
の
門
病

院
）、
松
崎
道
男
先
生
（
虎
の
門
病

院
）、
北
村
聖
先
生
（
東
大
医
学
部
）

方
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
講
演
で

最
新
の
治
療
の
様
子
や
患
者
の
よ
り

よ
い
生
活
に
つ
い
て
、
ま
た
医
療
の

質
に
つ
い
て
と
多
彩
な
内
容
で
し
た
。

参
加
者
約
1
2
0
名
の
方
々
に
と
っ

　

2
0
0
6
骨
髄
バ
ン
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
in
船
橋

　

血
液
疾
患
医
療
講
演
会
・
個
別
相
談
会　

無
事
終
了

て
貴
重
な
情
報
と
な
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
個
別
相
談
は
沖
本
、
谷
口
、

松
崎
先
生
方
と
井
関
徹
先
生
（
千
葉

大
付
属
病
院
）
が
担
当
さ
れ
、
青
森

や
宮
城
県
か
ら
の
方
も
含
め
21
名
の

方
が
相
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
の
会
と
し
て
初
め
て
の
試
み
、

特
に
相
談
会
で
は
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
私
た
ち
を
再
生
つ
ば
さ
の
会
の

方
々
が
全
面
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
成
功
裏
に
お
さ
め
る
こ
と

が
で
き
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
柴
谷
）

ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り

　

5
月
3
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

ま
た
、
6
月
10
日
開
催
の
サ
ッ
カ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
・
ド
イ
ツ
大
会
で

こ
の
「
ジ
ャ
ン
ボ
こ
い
の
ぼ
り
」
が

掲
揚
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
人
口
以

上
の
方
々
が
加
須
の
地
に
お
越
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

中
で
登
録
会
を
開
催
す
る
の
は
4
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
「
呼
び
込
み
」
に
力
を
入

れ
な
い
と
ご
登
録
し
て
い
た
だ
け
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
、
テ
ン

ト
に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
入
っ

て
来
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く
て
、
一

時
は
「
待
ち
」
の
状
態
に
な
り
ま
し

た
が
、
5
時
間
で
50
人
の
ご
登
録
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
口
6
万
8
千

人
の
わ
が
町
で
、
私
が
知
っ
て
い

る
だ
け
で
既
に
3
人
の
方
が
ご
提
供
。

そ
し
て
、
6
月
に
も
2
人
の
方
の
ご

提
供
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
常
日
頃

の
啓
蒙
が
と
て
も
大
切
だ
と
あ
ら
た

め
て
気
づ
い
た
一
日
で
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。（
関
口
）
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　　　    4月19日～5月21日   　　　
㈱タクトコーポレーション 現金 30,000円
長井商工会議所青年部会 現金 154,454円
常行佐代子 現金 2,351円
三瓶和義 現金 1,120円
塩谷 圭 現金 1,000円
徳田ひろみ 現金 1,620円
武笠 毅 現金 10,000円
中村賢司 現金 10,000円
中島久子 現金 1,972円
匿名 現金 13,300円
切明 蹊 現金 5,000円
鈴木純子 現金 1,340円
飯島孝枝 現金 1,240円
匿名 現金 3,000円
匿名 現金 5,000円
匿名 切手 1,862円
●佐藤きち子患者支援基金
切明 蹊 現金 5,000円
塩谷久美 現金 5,000円
飯島孝枝 現金 1,000円
神奈川骨髄移植を考える会 現金 100,000円
東京マリーンロータリークラブ
 現金 200,000円
●白血病患者支援基金・募金箱
ホテル タガワ 現金 5,504円
タンタン麺紅麺中央市場前店
 現金 5,714円
レストラン沢羅木 現金 3,288円
㈲バン・グローイング 現金 10,000円
㈱マルフヂ 現金 1,489円
信和内科クリニック 現金 1,609円
元気いちばん亭勝山店 現金 1,016円
こんクリニック松濤 現金 2,594円
㈱クスリのアオキこばとの会
 現金 204,677円
マルフク青果加工所 現金 8,306円
瑞浪桔梗ライオンズクラブ 現金 7,565円
森下美紀子 現金 28,000円
 （敬称略）

心からのご寄付に
感謝申し上げます

活動資金の援助をお願いします
銀行口座

三井住友銀行  新宿通支店
普通  ５６６６６５５
郵便振替口座

００１５０-４-１５７５４
特定非営利活動法人

全国骨髄バンク推進連絡協議会

そ
の
23

池
田
建
設
㈱ 

（
静
岡
県
静
岡
市
）

　

静
岡
市
清
水
区
興
津
で
は
、
全
国

に
先
駆
け
、
２
月
に
早
咲
き
の
寒
桜

が
咲
き
ま
す
。

　

こ
の
桜
の
咲
く
時
期
に
、「
寒
桜

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
寒
桜
ま

つ
り
で
は
、
製
餡
技
術
が
こ
の
興
津

か
ら
広
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
あ
ん

こ
ろ
餅
や
、
お
し
る
こ
な
ど
が
振
る

舞
わ
れ
、
地
元
の
店
が
出
店
し
賑
わ

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
私
ど
も
池
田

建
設
㈱
も
地
域
貢
献
の
為
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
出
店
し
ま
し
た
。

　

カ
メ
の
マ
ー
ク
で
お
馴
染
み
の
池

田
建
設
㈱
は
創
業
89
年
、
皆
様
の
安

全
と
安
心
・
快
適
な
家

を
建
て
続
け
て
き
ま
し

た
。

　

私
ど
も
一
人
一
人
の

で
き
る
こ
と
は
ほ
ん
の

わ
ず
か
で
す
が
、
こ

れ
を
ご
縁
に
輪
が
広

が
っ
て
い
き
、
一
人
で

も
多
く
の
方
が
、
幸
せ

に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
。

N
P
O
の
皆
様
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

20
万
人
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

会
場
で
の
登
録
会

千葉

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
な
ら
誰
し
も

理
解
出
来
る
こ
と
で
す
が
、
事
務
局

な
く
し
て
会
の
運
営
は
成
り
立
た
な

い
。
デ
ス
ク
・
ビ
デ
オ
・
の
ぼ
り
・

配
布
グ
ッ
ズ
、
販
売
用
資
料
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
品
…
…
な
ど
で
ス

ペ
ー
ス
が
必
要
、
ま
た
電
話
や
Ｆ
Ａ

Ｘ
に
常
時
対
応
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

鹿
児
島
の
会
で
は
ス
タ
ー
ト
当
時

か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
そ
の
後
を
事

務
局
長
の
経
営
す
る
出
版
社
「
南
方

新
社
」
と
同
社
の
社
員
の
皆
さ
ん
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
大
型
連
休
中
の

5
月
3
日
〜
5
日
に
、「
幕
張
メ
ッ

セ
2
0
0
6
ど
き
ど
き
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
の
会
場
で
、
今
年
も
恒
例

の
献
血
併
行
登
録
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
千
葉
の
会
を
は
じ
め
、
関
東
近

県
各
団
体
・
財
団
・
千
葉
県
薬
務
課

等
か
ら
多
く
の
応
援
を
受
け
延
べ
33

名
の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
期
間
中
延
べ
20
万

人
強
が
訪
れ
る
国
内
最
大
級
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
有
名
で
、

お
目
当
て
の
買
い
物
に
向
い
走
る
来

場
者
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
献

血
・
骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
協
力
下
さ
〜

い
！
」
と
い
う
熱
い
呼
掛
け
の
成

果
に
よ
り
3
日
間
で
84
名
の
ド
ナ
ー

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

レ
ジ
ャ
ー
や
子
供
の
日
と
そ
れ
ぞ
れ

予
定
の
あ
る
中
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
さ
れ
た
皆
様
ご
苦
労
様
で
し

た
。 

（
杉
本
）

　

目
が
覚
め
る
と
雨
。
思
わ
ず
た
め

息
が
…
…
。
そ
う
、
４
月
22
、
23
日

の
両
日
、
九
州
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
連

絡
会
議
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
24
時
間
駅
伝
の
当

日
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
会
場
で
は
雨
の
中
テ
ン

ト
の
設
営
な
ど
着
々
と
準
備
が
進
む
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
一
周
8
5
0
ｍ
の

周
回
コ
ー
ス
を
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー

が
襷
を
つ
な
ぎ
24
時
間
走
り
続
け
る

ゲ
ー
ム
で
、
今
回
は
92
チ
ー
ム
が
エ

ン
ト
リ
ー
、
私
た
ち
は
骨
髄
バ
ン
ク

チ
ー
ム
と
し
て
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
。

　

初
日
は
骨
髄
バ
ン
ク
の
Ｐ
Ｒ
タ
イ

ム
に
移
植
で
元
気
に
な
ら
れ
た
Ａ
さ

ん
達
が
登
壇
。
二
日
目
は
登
録
会
、

２
時
間
余
で
44
名
の
登
録
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
今
回
も
神
戸
か
ら
強

力
助
っ
人
と
し
て
上
田
さ
ん
、
畑
中

さ
ん
が
ラ
ン
ナ
ー
、
Ｐ
Ｒ
、
説
明
員

と
し
て
大
活
躍
し
て
頂
き
本
当
に
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
食

事
は
キ
ム
チ
鍋
、
豚
汁
、
う
ど
ん

等
々
。
次
回
は
も
つ
鍋
を
予
定
し
て

い
る
と
の
事
、
御
馳
走
様
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
１
位
の
チ
ー
ム
は

4
6
7
周
3
9
6
.
9
5
㎞
、
我
が

チ
ー
ム
59
位
は
2
3
4
.
6
4
㎞
で

し
た
。 

（
北
村
）

　

蒸
し
暑
い
日
が
続
く
こ
こ
沖
縄

で
、
5
月
8
日
か
ら
10
日
ま
で
の
3

日
間
、
琉
球
大
学
で
献
血
並
行
登
録

会
を
開
催
し
、
献
血
者
数
1
5
5
人

の
75
％
に
相
当
す
る
1
1
7
人
が
登

録
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
琉
球
大
学

で
は
こ
れ
ま
で
何
十
回
も
登
録
会
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
最
高

記
録
と
な
っ
た
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
が
、
登
録
年
齢
が
18
歳
に
引

き
下
が
っ
た
こ
と
、
患
者
家
族
の
同

大
学
生
と
そ
の
友
人
た
ち
が
事
前
の

広
報
活
動
や
当
日
の
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
一
生
懸
命
活
動
し
て
く
れ
た
こ
と

が
要
因
の
ひ
と
つ
で
す
。
彼
女
等
の

頑
張
り
に
後
押
し
さ
れ
て
、
私
た
ち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

血
液
セ
ン
タ
ー
職
員
、
赤
十
字
奉
仕

団
の
皆
様
も
一
丸
と
な
っ
て
、
体
力

の
限
界
を
越
え
な
が
ら
も
気
力
で
の

り
き
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

（
上
江
洲
）

　

枕
崎
青
年
会
議
所
は
こ
れ
ま
で
大

谷
会
長
の
講
演
会
開
催
、
県
内
初
の

献
血
並
行
登
録
会
実
施
な
ど
、
骨
髄

バ
ン
ク
へ
の
理
解
と
協
力
が
根
付
き
、

既
に
2
人
の
ド
ナ
ー
体
験
者
も
居
ら

れ
ま
す
。

　

4
月
21
日
は
平
日
で
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
の
枕
崎
青
年
会
議
所
主
催
の

第
22
回
ハ
ー
ト
献
血
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ス
タ
ー
ト
以
来
累
計
で
１
万

人
目
の
献
血
者
が
登
場
す
る
と
あ
っ

て
、
テ
レ
ビ
局
の
取
材
、
く
す
玉
割

り
、
感
謝
状
と
記
念
品
贈
呈
な
ど
が

準
備
さ
れ
、
会
場
は
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

当
日
は
ド
ナ
ー
登
録
会
も
同
時
に

開
催
さ
れ
、
登
録
者
が
18
名
も
あ
り
、

最新医療情報　その40

白血病の健康食品（３）

　白血病に使用される主な漢方抗がん剤
をあげます。どの薬も担当医と相談の上、
使用して下さい。副作用、耐性を考えて
も、一人で使うのは危険です。
・抗血液癌片
　中国厚生省に認可されています。
FDA（アメリカ食品医薬品局）には認
可されていません。
　抗血液癌片は、厳しい条件下での動物
実験と多数の臨床試験から開発され、中
医薬の生薬をベースとした画期的な白血
病治療薬です。
　標準的な白血病治療である放射線療
法・化学療法との併用が可能なばかりで
なく、それらの治療効果を亢進させる作
用があります。
　抗血液癌片は免疫力を増強し、体のが
んに対する抵抗力を高めます。
　抗血液癌片自体には全くと言っていい
ほど副作用がなく、その上、放射線療法
や化学治療薬のもたらす副作用を軽減し
ます。
・天仙液
　中国政府が初めて抗ガン作用があると
認可した医薬品の「複方天仙膠嚢」（後
の製品名「天仙丸」）を、さらに効果を
高め、液化した「抗ガン漢方薬」です。

現在では、世界20ヵ国、延べ60万人
の人たちが使用する世界的に有名な「抗
ガン漢方薬」として、広く知られていま
す。
　天仙液は、6000種ともいわれる漢方
生薬から、漢方理論に基づいて、長年の
研究を重ねて配合、処方して完成した「抗
ガン漢方薬」です。近年では、FDA（ア
メリカ食品医薬品局）の認可を受けてい
ます。残念ながら、日本では医薬品とし
ての認可を得ていません。
・双環
　抗がん漢方薬といえば日本では「天仙
液」が有名ですが、中国ではこの「双環」
が最も有効な抗がん漢方薬として評価さ
れ使用されています。
「双環」は吉林省長白山の全国でも珍し
い力強い天然薬草、又貴重な漢方薬を科
学的に濃縮精製・調合し製造されたもの
です。
　中国吉林省の吉林大学医学部で研究開
発され、臨床実験を重ね、1997年香港
国際中国西洋医学学術交流大会にて研究
紹介されました。
　腫瘍患者620例中、有効効果率は
85.3%。
　1997年国際医薬成果表彰大会にて
金賞を受賞。
　中国衛生局薬品承認。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲
間
た
ち

向
原
祥
隆
さ
ん
（
鹿
児
島
）
の
巻

リ
レ
ー
紹
介

そ
の
様
子
は
テ
レ
ビ
で
バ
ッ
チ
リ
報

道
さ
れ
ま
し
た
。 

（
牧
薗
）

　

4
月
22
日
に
、
恒
例
の
春
の
銀
座

教
会
ド
ナ
ー
登
録
会
を
財
団
主
催
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

銀
座
教
会
東
京
福
音
会
セ
ン
タ
ー

の
格
別
の
ご
協
力
を
例
年
ど
お
り
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
東
京
都
、
中
央

区
の
名
義
後
援
を
受
け
、
会
場
周
辺

の
区
の
掲
示
板
に
告
知
ポ
ス
タ
ー
を

貼
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
駅
の
ご
協
力
を
得

て
、
会
場
へ
の
出
口
の
目
立
つ
所
に

「
メ
ン
バ
ー
が
足
り
な
い
」
と
呼
び

か
け
る
井
原
正
巳
さ
ん
の
大
判
ポ
ス

タ
ー
を
掲
示
し
て
貰
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

財
団
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
5
名
を

含
め
た
14
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
集

ま
り
、
朝
9
時
半
か
ら
街
頭
に
立
っ

て
呼
び
か
け
を
始
め
ま
し
た
。
午
前

中
は
出
足
が
悪
く
、
4
名
の
登
録
者

が
来
ら
れ
た
だ
け
で
し
た
が
、
午
後

か
ら
午
前
中
の
チ
ラ
シ
ま
き
の
効
果

が
現
わ
れ
、
午
後
だ
け
で
19
名
、
あ

わ
せ
て
23
名
の
方
に
登
録
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 （
新
田
）

24
時
間
駅
伝
に
参
加

福岡

献
血
１
万
人
達
成
日
に

ド
ナ
ー
登
録
会

鹿児島

琉
球
大
学
に
お
け
る

献
血
並
行
登
録
会

沖縄

　

仕
事
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
頑

張
っ
て
い
る
向
原
さ
ん
と
、
社
員
の

み
な
さ
ん
に
喜
び
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

春
の
銀
座
で

ド
ナ
ー
登
録
会

東京


